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静岡県の
新型コロナウイルス感染症者

発生・入院等の状況
（2022年8月12日時点）

静岡県健康福祉部　新型コロナ対策 企画課 & 推進課



静岡県の直近１か月の新型コロナ新規感染者数の状況
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（公表日ベース）《８月９日時点》

　前週比１倍未満は６月24日以来



静岡県の新型コロナ新規感染者数と簡易実効再生産数（1/10～8/12）

（人）（人）

国立感染症研究所の報告に基づき、簡易実効再生産数を直近7日間の新規感染者数/
（世代時間）日前7日間の新規感染者数とし、世代時間をオミクロン株で2日間として計算した

P3

実効再生産数は、6月23日以降
１を超え、7月30～31日以外は１
以上であったが、8月9日以降１を
下回り、8月12日は０.８８。



静岡県の第６波以降　これまでの全体像（1/1～8/12）
1～3月 オミクロンBA.1の波 4～6月 オミクロンBA.2の波 　　7月～BA.5の波

2月10日
第６波Max

３３３.７

2月10日
第６波Max
１２,１４７

6月22日
今年Min
１,５２０

6月22日
今年Min

４１.８

8月7日
１１１１.１

8月7日
４０,４４５
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8月3日
７,３１２



静岡県 コロナ受入病院 入院患者重症度別推移(1/1～8/12)

759

471

151
125

12, 30.0%

82.9%

916/2
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2月20日
Max 445人
Max 68.1%

6月27日
Min 24人
Min 3.9%

• ７月に入り入院患者数、病
床占有率が急速に上昇。

• 入院患者の約６割が軽症者
2月4，5日

Max 7人
Max 16.7%



静岡県 無料検査の検査件数と陽性率(2021.12/24～2022.8/7)
（抗原定量検査を含む）
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静岡県の直近の年齢別感染者数・割合（8/5～11）

全38,869人
（+733人)

（+-○○人, +-□%）
は前週との増減

政令市を含む全県

４０歳代が１６％で最多
だが、人数増加は２０歳
代、５０歳代、６０歳代が
３００人台増加。

２０歳代以下は約４０％
３０歳代以下は約５０％
４０歳代以下は約７０％。

６０歳以上は約２０％。
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（-89人, +-0%）

（-524人, -1%）

（-37人, +-0%）

（+173人, +-0%）

（+348人, +1%）

（+175人, -1%）

（+389人, +1%）

（+306人, +1%）



静岡県 年代別人口10万人あたり週感染者数（1/7～8/11)
政令市を含む全県

• １０歳代以下は減少し、他の年代も２０歳代以外は増加が緩やかになった
• ４０歳代以下では、1週間で100人に１人以上の感染が続く
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（人/週/人口10万）



全６００件中、高齢者施設が２１９件（３７％）で最多
次いで、学校・保育施設が１６９件（２８％）で多く、次に病院・クリニックが１０１件（１７％）

静岡県 感染者集団（クラスター）の種類と件数(1/8～8/11)

（件）

（11件） （1件）

（169件） （27件）

（219件） （42件）

（101件） （30件）
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政令市を含む全県



オミクロン株全体の中でＢＡ.２が占める割合は、２月下旬より増加し始めて、５月上旬に
９０％台となり、５月末より１００％となり、６月中旬よりBA.５が検出され直近で約９０％。

オミクロン株BA.１とBA.２の割合の推移 （1/14～8/11） 

166,221, 416,179,334,341,

政令市を含む全県

154,167,152,
検査
人数 71, 270,187,92,

P10
60, 81,137, 139139, 62, 40, 54, 54, 63, 177,163,202,



・県の３回接種率は、５０歳以上は８０％以上、４０歳代６２％、３０歳代５４％、２０歳台も５０％を超えたが、
１８,１９歳は４０％台、１２～１７歳は３０％台。５～11歳の２回接種は２０％に達しない。

・県の３回接種率を全国と比べると、各年代で全国より高い（０.４～３.８ﾎﾟｲﾝﾄ高い）。

県と国 コロナワクチン２,３回目年代別接種率 （8/8時点） 

（VRS；ワクチン接種記録システムより）
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３回接種率
２回接種率

８１.５％

９６.７％
９５.７％

緑数字は静岡県の

８９.３％

７８.０％

７０.２％６５.９％
５４.４％

４６.６％

政令市を含む全県

（％）

（+1.4%）

（+1.3%）
（+0.7%） （+0.6%）（+0.5%）

（+0.4%）
（+0.2%）

（+0.1%）

（+0.2%）

（+0.1%） （+▲.◇%）は、前週からの増

（+0.4%）



ノババックス ワクチン３回目接種後の副反応頻度(8/8時点) 

（順天堂大学コロナワクチン研究事務局のデータ　及び　静岡県新型コロナ対策推進課調べ　より）

・ファイザーやモデルナワクチンの２回接種後、静岡県の大規模接種会場で３回目にノババックスワクチンを接種
した方へ副反応の状況を調査させていただき、４５８人に回答をいただいた時点（8/8）で結果をまとめた。

・４５８人のうち２回目後の副反応に比べ、３回目ノババックス後の副反応の方がつらかった人は１５人のみだった。

・ファイザーやモデルナの３回目接種後の副反応調査結果と比べて、ノババックス３回目は副反応が少なかった。
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静岡県 コロナワクチン４回目接種状況 ６０歳以上(6/13～8/8)

（回）

本県の60歳以上の４回接種率は、
8月8日時点で３４.３％
直近７日間で1日約１.５万回接種
され、約８.１ﾎﾟｲﾝﾄ上昇

（対象者約132.1万人）
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政令市を含む全県



静岡県 コロナワクチン４回目接種状況 全年代(6/13～8/8)

（回）

本県の全年代の４回接種率は、
8月8日時点で１２.９％
直近７日間で1日約１.７万回接種
され、約３.２ﾎﾟｲﾝﾄ上昇

P14

政令市を含む全県



静岡県 コロナワクチン４回目接種状況 １８～５９歳(6/13～8/8)

（回）

本県の１８～５９歳の４回接種率は、
8月8日時点で１.１６％
直近７日間で1日約1,500回接種
され、約０.５６ﾎﾟｲﾝﾄと急上昇
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政令市を含む全県



・県の４回接種率は、６０歳以上で約３４％台、１８～５９歳で１.２％、全年代で１２.９％。

・県の４回接種率を全国と比べると、６０歳以上で全国より２ﾎﾟｲﾝﾄ低い。

県と国 コロナワクチン４回目年代別接種率 （8/8時点） 

（VRS；ワクチン接種記録システムより）
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政令市を含む全県

４回接種率
３回接種率

本県の60歳以上 ＝３８.１（％）

（+0.6%）

（+8.1%）

（+3.2%）

（+▲.◇%）は、前週からの増加分



静岡県 年代別 ３回目接種率と人口10万人あたり１週間感染者数 （8/5～11） 
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（人/週/人口10万） 政令市を含む全県

３回目接種率が高い
年代ほど、その年代
からの感染者の発
生数は少ない傾向。



ワクチン接種回数別 人口10万人あたり１週間感染者発生状況 （8/5～11） 
政令市を除く県所管地域
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（人/週/人口10万）

（431,242人）

5,820人

（12,686人） （302,100人）

4,475人

（1,173,058人）

9,019人

（人口2,191,998人）

20,296人

２回接種者の
感染者発生数
を１とすると

０.９５０.９１

０.５２

３回接種により
感染者数は
４８％減

8月7日
時点人数

178人
8月5-11日
感染者数

（272,912人）

804人

０.２０

１

０.３８

４回接種により
感染者数は
６２％減



小児ワクチン接種回数別 人口10万人あたり１週間感染者発生状況 （8/4～11） 

政令市を除く県所管地域
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（人/週/人口10万）

（99,020人）

1,590人
7月29日-8月4日

感染者数

（1,985人）

44人

（28,026人）

293人

（5-11歳人口129,031人）

1,927人

未接種者の
感染者発生数
を１とすると

１.３８

０.６５

２回接種により

感染者数は

３５％減

7月17日
時点人数



県と国 内服抗ウイルス薬の投与率 （６月、７月） 

（厚生労働省の資料より）
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政令市を含む全県

・県と全国で各月の各薬剤の投与人数を各月の新規感染者数で除した％で示した。
・７月の処方人数は、感染者数増加により６月と比べてラゲブリオで約１０倍、パキロビッドで約８.５倍増加した。
・静岡県は、診療所でのラゲブリオの処方が全国と比べて多く、投与率を押し上げている。

113人

401人

24人
14人

県内投与人数

感染者数 9,295人 479,314人

3,343人

1,032人

232人
154人

81,821人 3,463,090人



静岡県 新型コロナ第３波～第８波の死亡者数(～8/11)

（人）
（人/日）

（％）

感染者数　3,975人 3,603人 17,289人 94,945人

％

％

％
％

人/日

人/日
人/日

人/日

人

人

人

人

P2157,596人

2020.11.16～2021.2.15
（92日間）

従来株主体
2021.4.1～6.30

（91日間）

アルファ株主体
2021.7.1～9.30

（92日間）

デルタ株主体
2022.1.1～3.31

（90日間）

オミクロンBA.1株主体

（91日間）
2022.4.1～6.30

BA.2株主体

％

人

人/日

政令市を含む全県

（42日間）
2022.7.1～8.11時点

BA.5株主体

143,627人

人/日

％

人

この１週間で
＋52人



静岡県 新型コロナBA.5波の死亡者の年齢分布(7/1～8/4)

•４人を除き６０歳以上

•７０歳以上が約９０％

•８０歳以上が約８０％

計47人

P22

政令市を含む全県



静岡県 新型コロナBA.5波の死亡者の基礎疾患(7/1～8/4)

•高血圧・心血管疾患が最多で約５割

•次に多いのは、悪性腫瘍、慢性閉
塞性肺疾患、慢性腎臓病

P23

（25人）

計４７人

政令市を含む全県、複数回答

（各7人）

（各5人）

（各2人）

（4人）

（1人）



静岡県 新型コロナBA.5波の死亡者の死因(7/1～8/4)

•死亡者の約２割が、新型コロナウイルス感染
症が主たる死亡の要因。

•死亡者の少なくとも７割は、新型コロナウイル
ス感染症が主たる死亡の要因ではない。
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政令市を含む全県

計47人



P25

静岡県　救急出動件数と搬送困難事案件数（6/27～8/7）
• ８月１週の救急出動件数は、昨年より約1,000件多い。

• ８月１週の搬送困難事案は、昨年より７５件多く、約９倍
であり、うち約７割はコロナ関連である。

6/27～ 7/4～ 7/11～ 7/18～ 7/25～ 8/1～



静岡市両替町の人流の状況 （8/11時点） 

まん延防止
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静岡市両替町の21時の人流は、2021年
7月1日を100として、8月11日までの1週
間は平均92であり、最近の最高値である
6月26日～7月2日の週の125より約３割
低下しているが、直近は、増加を認める。



静岡県　掛川駅,沼津駅,静岡駅,浜松駅,富士市吉原の人流の状況 （8/6時点） 

P27まん延防止

静岡県内主要歓楽街の２０～２２
時や２２～２４時の人流は、まん延
防止等重点措置中に比べて、１.５
倍以上多く、最近増加している。



南半球　オーストラリアの季節性インフルエンザの流行状況（7/31時点） 
《週ごとに検査で確認された届出件数（2017～2022年）》

• 2022年は、7月31日までに
212,573件の季節性インフ
ルエンザが届出られてい
るが、そのうち7月18日か
らの直近２週間の届出は
7,312件。

• インフルエンザの週ごとの
届出数は、この２週間は5
年間の平均を下回ってい
る。

P28（Australian Influenza Surveiｌlance Report No.09, 2022より）



南半球　オーストラリアの季節性インフルエンザの入院状況（7/31時点） 
《診断週ごとの監視病院に入院した人数（2017～2022年の４～10月）》

• 2022年は、7月31日までに
ンフルエンザによる入院
は監監視病院全体で
1,581件報告されており、
そのうち7月3日からの直
近２週間の入院は12件。

• 2017年や2019年のシーズ
ンと比べると入院患者は
少ない印象。

P29（Australian Influenza Surveiｌlance Report No.09, 2022より）



南半球　オーストラリアの季節性インフルエンザの流行状況（7/31時点） 
《年齢階級別・サブタイプ別　人口10万人あたりの検査で確認された届出数（2022年1月1日～7月17日）》

P30

• A型がほとんどで、サブタイプまで調べて
いるものではA(H3N2)が多い。

• 年齢階級では、5-9歳＞5歳未満＞10-14
歳＞15-19歳＞20-24歳の順に多い。

• グラフにはないが、入院患者の年齢分布
は、15歳以下の小児が59.3％、16～64歳
が22.2％、65歳以上が18.5％.。

（Australian Influenza Surveillance Report No.09, 2022　より）



日本の季節性インフルエンザの流行状況（8/7 第31週時点） 
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《週ごとの全国定点医療機関からの届出件数（2017～2022年）》

9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月

（週数）

（厚生労働省　感染症発生動向調査　より）

• 2017-18シーズン、2018-19シーズンは大
きな流行があった。

• 2019-20シーズンは、2020年１月からコロ
ナの感染対策が始まったため、インフル
エンザの流行は拡大せず漸減した。

• 2020-21シーズンと、現時点までの2021-
22シーズンは、明らかな流行開始は認め
られない。

（件数）



日本の季節性インフルエンザの流行状況（8/7時点）　【１,０００倍拡大】 
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《週ごとの全国定点医療機関からの届出件数（2017～2022年）》

9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月

（週数）

（厚生労働省　感染症発生動向調査　より）

直近1週間は１５７件
　沖縄県　  33件
　東京都　  22件
　大阪府 　 21件
　愛知県　　10件
　神奈川県　 7件
　静岡県　 　0件

（件数）



増加 要因 減少 要因

マスク無しで会話する
時間×相手人数

換気
減増

エアコンで
閉めきり

２ ５



現状；医療側は、医療体制維持に最大限努力
していますが、外来の制限、入院・手術の延
期等、通常診療への支障が出始めています

【県民のみなさまへお願い】
今、病気やケガをすると通常の医療を受けら
れない可能性がとても高まっています
熱中症や水・山の事故、交通事故等は注意し
て予防していただき、持病のある方は悪化し
ないよう内服治療の継続等をお願いします





発熱,カゼ症状に加えて注意すべき状態のどれ
かがある場合には医療機関に受診の相談を！

① １歳未満（6５歳以上）
② 通院中の病気がある（基礎疾患がある）
③ ぐったりしている
④ げりやおうとがあり、おしっこが少ない
⑤ けいれんした、ぼーっとして反応がない
⑥ 呼吸が速い、息が苦しそう、息苦しく動けず
⑦ 顔色が悪い（白い、青い）


